
事 業 実 施 報 告 書 

１．事業名 令和７年度 学生による地域フィールドワーク研究助成 

２．事業の趣旨 富山県内高等教育機関に在籍する学生が、富山県内の地域がもつ

課題について、地域と一体となって行う、解決方策の提言や課題解

決のための実践的なフィールドワーク研究を支援することで、次

の世代を担う学生と県内の地域との交流の拡大、連携を促進し、地

域の活性化を高めるとともに、学生にコミュニケーション力や課

題解決力を身につけてもらう。 

３．課題の募集 募集期間 令和６年 12 月 20 日～令和７年３月５日 

応募件数 15 件 採択件数 10 件 

 （内訳）     （応募件数） （採択件数） 

富山大学       ８      ４ 

富山県立大学     １      １ 

高岡法科大学     ０      ０ 

富山国際大学     ３      ３ 

富山短期大学     ０      ０ 

富山福祉短期大学   ０      ０ 

富山高等専門学校   ３      ２ 

     合計    15      10 

４．研究成果発表会 日程：令和８年３月３日（火） 

参加人数   計 55 名 

 （内訳） 

助成対象「ゼミ」等学生      26 名 

高等教育機関学生         ４名 

指導教員             13 名 

高等教育機関教職員        ２名 

富山県、県内市町村関係      １名 

審査員              ３名 

実施校等関係者、講師、事務局   ６名 

５．審査結果 【地域研究賞】 

賞 研究題目 機関名 

最優秀賞 令和６年度能登半島地震後の防災

井戸の水質と地域活用体制の構築

―富山県の地下水資源のサステイ

ナブルな地域活用への貢献― 

富山大学 

優秀賞 カフェを通じた地域住民のさらな

る SDH 向上と効果の継続について

～漢方カフェ PhaseⅢ～ 

富山大学 

チームワーク

賞 

外国にルーツを持つ児童生徒への

支援 大学生と教育現場との連携

を模索する 

富 山 国 際

大学 

プレゼンテー

ション賞 

災害に強い農業用水管理と地域資

源の活用―ため池・円筒分水槽に

着目して 

富山大学 

 



〇発表会の様子 

【開会挨拶】大学コンソーシアム富山 地域貢献部会 國枝佳明 部会長 

 

 

 

【発表】 

 
 

 

【講演】 

「富山の現場が世界を変える―RESET フレームワー

クでつかむ技術×商売のタネ」 

 

（講師） 

株式会社オシンテック 

 国際動向インテリジェンス講座講師 

 RuleWatcher シソーラスコーディネーター 

                             

小田 一枝 様 

 

 

 

【表彰式・閉会挨拶】大学コンソーシアム富山 齋藤 滋 会長 

 



13:00～13:05

時間
（発表+質疑）

機関名 研究題目 対象地域

13:06～13:20 富⼭⼤学
災害に強い農業⽤⽔管理と地域資源の活⽤―ため池・円筒分⽔槽に
着⽬して

富⼭市、⿂津市、上
市町、氷⾒市

13:21～13:35 富⼭県⽴⼤学
地震・津波・洪⽔に強い地域づくりに向けて〜県全域への展開と防
災活動拠点作り〜

富⼭市稲荷元町、射
⽔市、氷⾒市、⼩⽮

部市

13:36～13:50 富⼭⼤学 ⼊善沖の海底で⾒つかった崩壊地形の⽔中ドローン探査 下新川郡⼊善町沖

13:51～14:05 富⼭国際⼤学 オーナー制度による耕作放棄地利⽤の費⽤対効果分析
氷⾒市・⻑坂地区、

南砺市平地区

14:06～14:20 富⼭⼤学
令和６年能登半島地震後の防災井⼾の⽔質と地域活⽤体制の構築 ー富⼭県
の地下⽔資源のサステイナブルな地域活⽤への貢献ー

富⼭県内全域

14:20～14:30

14:31～14:45 富⼭国際⼤学
外国にルーツを持つ児童⽣徒への⽀援
⼤学⽣と教育現場との連携を模索する

射⽔市

14:46～15:00 富⼭⼤学
カフェを通じた地域住⺠のさらなるSDH向上と効果の継続について〜漢⽅
カフェPhase Ⅲ〜

砺波市宮森新周辺

15:01～15:15 富⼭⾼等専⾨学校 空き家・空き地問題を解決する雑草抑制・炭素固定緑化技術の開発
富⼭県全域，特に射

⽔市・富⼭市

15:16～15:30 富⼭国際⼤学 地域の⼈々と進める空き家リノベーションによる地域活性化
富⼭市、射⽔市、⿊

部市

15:31～15:45 富⼭⾼等専⾨学校 産業観光の充実による富⼭県の地域活性化 富⼭県全域

15:45～15:55

15:55～16:40

16:40～16:50

16:50～

休　憩（10分間）

講　演
  講師：株式会社オシンテック　国際動向インテリジェンス講座講師
　　　RuleWatcherシソーラスコーディネーター　　小田　一枝
  講演タイトル：
 「富山の現場が世界を変える——RESETフレームワークでつかむ技術×商売のタネ」

　審査員講評、表彰式

　閉会挨拶　　大学コンソーシアム富山 齋藤 滋 会長

　　　　　　　　令和７年度「学生による地域フィールドワーク研究助成」事業

成 果 発 表 会 日 程 （令和８年３月３日(火)）

開催場所：富山駅前CiCビル5F研修室1

　開会挨拶　 富山高等専門学校 國枝佳明 校長

発　表　（時間配分：　発表準備1分　発表10分　質疑応答4分）

休　憩（10分間）
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